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～公文書館だより 　～39

みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　暗手（馳星周／著） ひとめぼれ（畠中恵／著） 諦めない女（桂望実／著）
　団塊の後（堺屋太一／著） 最愛の子ども（松浦理英子／著）
　どんぶらこ（いとうせいこう／著） 鎮憎師（石持浅海／著）
　追想の探偵（月村了衛／著） 人みな眠りて（カート・ヴォネガット／著）
　チェーン・ピープル（三崎亜記／著） 万次郎茶屋（中島たい子／著）

●随筆・詩などの文学　赤いゾンビ、青いゾンビ。（川上弘美／著）
　まぬけなこよみ（津村記久子／著） 辺境図書館（皆川博子／著）
　泣きたくなったあなたへ（松浦弥太郎／著）
　世界文学大図鑑（ジェイムズ・キャントン／ほか著） ＳＦの書き方（大森望／編）

●その他の本　尖閣諸島と日中外交（塩田純／著） ひだゴハン
　（飛田和緒／著） 生活習慣病の漢方内科クリニック（入江祥史／著）
　子どものアトリエ（西巻茅子／著）
　国旗で知る国際情勢（ティム・マーシャル／著）
　ちりめん細工の小さな袋と小箱（井上重義／監修）
　新きっぷのルールハンドブック（土屋武之／著）
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宝
満
大
菩
薩

　

起き

請し
ょ
う

文も
ん

と
は
宣
誓
書
の
一
種
で
、
自
ら

の
行
為
や
言
説
に
虚
偽
が
な
い
こ
と
を
表
明

す
る
た
め
、
神
仏
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
て
、
も
し
誓

約
内
容
に
偽
り
が
あ
れ
ば
そ
の
神
仏
の
罰

を
蒙こ

う
む

る
べ
き
こ
と
を
誓
っ
た
文
書
様
式
の

こ
と
で
す
。
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、

特
に
戦
国
時
代
に
は
、
大
名
や
領
主
間
で
盟

約
を
結
ぶ
際
に
よ
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

起
請
文
に
記
さ
れ
る
神
仏
に

は
、
一
般
的
な
神
仏
と
と
も
に

自
ら
が
信
仰
す
る
本
拠
地
に
近

い
神
仏
の
名
を
列
挙
す
る（
こ
の

部
分
を
「
神し

ん

文も
ん

」
と
呼
ぶ
）
こ
と

が
よ
く
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

筑
前
国
の
領
主
秋あ

き
づ
き月
種た

ね
ざ
ね実
の
家

臣
ら
が
宗
像
大
宮
司
の
家
臣
ら

に
宛
て
て
出
し
た
天
正
７（
１
５

７
９
）年
２
月
22
日
付
の
起
請
文

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
神
文
に

は
、「
梵ぼ

ん

天て
ん

、
帝た

い

釈し
ゃ
く

、
四
大
天
王
、

惣
じ
て
日
本
国
中
大
小
神
祇
」
と
い
う
一
般

的
な
神
仏
に
続
け
て
、「
殊
に
は
当
国
鎮
守

宝
満
大
菩
薩
、
氏
神
白
山
妙
理
大
権
現
」
と

し
、
秋
月
氏
に
と
っ
て
重
要
な
神
仏
の
名
を

挙
げ
て
い
ま
す
。「
氏
神
」と
し
て
挙
げ
る「
白

山
妙
理
大
権
現
」
は
、
秋
月
氏
本
拠
地
の
古

処
山
に
あ
る
白
山
神
社
の
こ
と
を
指
し
て
お

り
、
神
文
に
秋
月
氏
の
信
仰
が
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
他
に
も
肥

前
領
主
の
草く

さ

野の

鎮し
げ
な
が永

の
起
請
文
に
は
「
氏
神

鏡
大
明
神
」、
筑
前
領
主
の
原は

ら

田だ

可か

真し
ん

の
起

請
文
に
は
「
氏
神
高た

か

祖す

八
幡
大
菩
薩
」
な
ど
、

起
請
文
発
給
者
の
氏
神
を
挙
げ
る
例
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宝
満
宮
に
対
す
る
「
当
国
鎮
守
」

と
い
う
表
現
か
ら
は
、
秋
月
氏
が
宝
満
宮
の

こ
と
を
筑
前
国
を
代
表
す
る
神
仏
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
戦
国
時

代
の
起
請
文
に
つ
い
て
、
神
文
の

中
に
宝
満
宮
の
名
（「
宝
満
薩さ

っ

埵た

」

「
宝
満
大
菩
薩
」「
竈
門
宝
満
大
菩

薩
」）
が
見
え
る
文
書
は
、
調
べ
た

限
り
、
16
通
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
分
布
を
調
べ
る

と
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
と
、

北
部
九
州
の
西
側
諸
国
に
確
認
で

き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
神
文

の
分
析
に
よ
り
、
筑
前
一
国
に
留

ま
ら
な
い
宝
満
宮
の
信
仰
圏
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
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次
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「
明
治
維
新
１
５
０
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特
集
」

を
連
載
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。




